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Ⅲ．現状整理

III-1. 海津市の概要

1）	 位置
本市は、岐阜県の最南端に位置しており、西部は三重県いなべ市に、南部は三重

県桑名市に、東部は木曽・長良川に沿って愛知県愛西市、稲沢市に、北部は養老町、
輪之内町、羽島市に接しています。

本市は、交通、産業、物流等の広域的拠点である名古屋市や岐阜市、四日市市か
ら 30km 圏内に位置しており、国道 258 号と養老鉄道養老線が南北に通ってい
ます。また、東海環状自動車道の整備に伴って海津スマート IC の設置が実現すれば、
更に利便性の高い地域になることが期待されます。

市域の中央部を揖斐川が流れ、その東側を流れる長良川との間に平地が広がり、
揖斐川より西側は急峻な養老山地と裾野に広がる扇状地・平地からなっており、山
地頂上からの眺望は大変良いものになっています。

気候は、冬季に伊吹おろしと呼ばれる北西風が強いものの、伊勢湾等の海洋性気
候の影響を受けて概して温暖な地域となっています。

図 III-1　海津市の位置、 道路 ・ 鉄道網
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図 III-2　海津市の地形図及び断面図
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2）	 人口推移
2015（平成 27）年の国勢調査によると、本市の人口は 35,206 人となって

います。1995（平成 7）年までは増加傾向にありましたが、その後は減少してい
ます。また、年少人口は 1985（昭和 60）年から減少しているのに対し、老年人
口は年々増加しており少子高齢化が急速に進行しています。

その一方で世帯数は増加傾向にあり、2015（平成 27）年には 11,513 世帯
となっています。こうしたことから 1 世帯当たりの人員は減少傾向にあり核家族化
が進んでいます。

図 III-3　海津市の 3 区分年齢人口及び総人口の推移
出典：国勢調査

図 III-4　海津市の総世帯数及び世帯あたり人員の推移
出典：国勢調査
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3）	 産業構造
本市は、製造業と卸売業・小売業が盛んであり、市内産業に占める割合は、事業

所数でそれぞれ 18.5%、26.3%、従業員数で 36.8%、16.7％となっています。
一方で、宿泊業、飲食業は事業所数で 9.8%、従業員数で 8.2% であり、ともに

市内産業の約 10% を占めるに留まっており、いずれも県全体の割合を下回ってい
ます。

表 III-1　岐阜県及び海津市の業種別事務所数と従業員数

出典：平成 28 年経済センサス－活動調査

図 III-5　海津市の産業の現状
( 上位 3 業種＋宿泊業 ・ 飲食業 )

N=1,625 N=12,974
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III-2. 海津市における観光動向

1）	 観光客数
（1）海津市主要観光地入込客数の推移

2010（平成 22）年から 2016（平成 28）年の「岐阜県観光入込客統計調査」
を基に、本市の主要観光地 7 箇所の入込客数の推移をみると、入込客数は減少傾向
にあり、主要観光地いずれにおいても 2016（平成 28）年の入込客数は 2010（平
成 22）年よりも減少しています。

表 III-2　海津市の主要観光地入込客数の推移

出典 : 岐阜県観光入込客統計調査

図 III-6　海津市の主要観光地入込客数の推移

( 単位：人 )
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出典 : 平成 28 年岐阜県観光入込客統計調査

図 III-7　2016（平成 28）年四半期別主要観光地入込客数

（2）四半期別入込客数の推移

2016（平成 28）年における「岐阜県観光入込客統計調査」から本市における
四半期別の入込客数をみると、最も多いのは第 4 四半期（10 ～ 12 月）で、最も
少ないのは第３四半期（7 ～ 9 月）です。市内において高い集客力を誇る「千代保
稲荷神社」、「千本松原・国営木曽三川公園」がともにこの季節での入込客数が少な
いことが大きな要因です。夏季の入込客数を増加させることは本市の観光振興のカ
ギとなります。

表 III-3　2016（平成 28）年四半期別主要観光地入込客数 ( 単位：人 )
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（3）イベント別入込客数

2010（平成 22）年から 2016（平成 28）年の「岐阜県観光入込客統計調査」
における行事・イベント関係の入込客数は、「チューリップ祭」が圧倒的に多く、
全体の経年変化も「チューリップ祭」の入込客数の増減に大きく影響されています。
「長良川国際トライアスロン大会」や「今尾左義長」は、年度で大きく変化する

ことなく一定の入込客数が見込めます。

表 III-4　イベント別入込客数の推移

※ 2011 年までと 2012 年からでは入込客数の試算方法が違うため、 単純に比較はできない

出典 : 岐阜県観光入込客統計調査

図 III-8　イベント別入込客数の推移

( 単位：人 )



21海津市観光振興長期基本計画

Ⅰ
．
観
光
振
興
長
期
基
本
計
画

　
　

策
定
の
背
景

　

 

Ⅳ
．
地
域
資
源
・

　

 　
　

観
光
資
源
の
整
理

　

 

Ⅴ
．
観
光
振
興
長
期
基
本

　
　
　

 

計
画
の
基
本
方
針

　

 

Ⅵ
．
計
画
推
進

　
　
　

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

Ⅶ
．
計
画
の
進
め
方

Ⅱ
．
計
画
策
定
に
お
け
る
視
点

Ⅲ
．
現
状
整
理

出典 : 観光動態アンケート結果 (H29 年度、 海津市 )

（4）市内周遊の現状

2017（平成 29）年に行った本市の主要観光地 7 箇所でのアンケートにおいて、
市内周遊の現状を整理しました。観光客の多い「千本松原・国営木曽三川公園」、「千
代保稲荷神社」を含め 7 箇所中 4 箇所において、「調査箇所のみの来訪」と回答し
た人の割合が 50% を越えており本市内の他の観光施設への周遊は少なくなってい
ます。また、「他の施設も来訪している」という回答者に着目すると、「道の駅　クレー
ル平田」と「千代保稲荷神社」、「南濃温泉　水晶の湯」と「道の駅　月見の里南濃」
の間での周遊率が高くなっています。なお、「その他」と回答している人の多くは
市外の施設に訪れているということもアンケート調査の結果から判明しました。具
体的には「道の駅　立田ふれあいの里」など他地域の道の駅、養老公園、長島方面、
羽島市の大型小売店、多度大社・多度山等に訪れていることがわかりました。

表 III-5　調査地点別周遊行動の把握
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（5）交通手段

2017（平成 29）年に本市が実施した市外の中部地方及び関西地方に対する
Web アンケートの結果に基づき、居住地から観光地までの交通手段を整理しまし
た。本市内の観光地での交通手段は「自動車（レンタカー含む）」が多く、県内在
住者の場合 91.3% が自動車で移動しています。一方で関西地方からの観光客をみ
ると、本市の観光地に訪れるまでに何らかの公共交通を利用している人の割合が他
地域と比べるとやや高く 14.3% となっています。

表 III-6　地域別観光客の交通手段

出典 :Web アンケート結果 (H29 年度、 海津市 )

図 III-9　地域別観光客の交通手段
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図 III-10　全旅程及び本市内滞在時の消費総額の分布

図 III-11　全旅程及び本市内滞在時の消費額の内訳

出典：Web アンケート結果 (H29 年度、 海津市 )

（6）消費額

2017（平成 29）年に本市が実施した市外の中部地方及び関西地方に対する
Web アンケートにおいて、全旅程及び本市内滞在時の消費額を整理しました。全
旅程と本市内滞在時の消費総額をみると、全旅程では 1,000 円以下で 44 人、
1,001 ～ 2,000 円で 83 人、2,001 ～ 5,000 円、20,001 ～ 50,000 円で
それぞれ約 130 人となっているのに対し、本市内では 1,000 円以下で 147 人、
1,001 ～ 2,000 円で 147 人、2,001 ～ 5,000 円が 185 人と、5,000 円以
下が今回のアンケートのサンプル数の約 80% を占めています。

また、本市内滞在時の消費額は、全旅程の 24.5% に留まっていますが、その消
費額の内訳は飲食代が最も高く 37.7%、次いで土産代、交通費が続いています。

本市内消費は、
全旅程消費額の
24.5%

全旅程 うち
海津市内
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2）	 外国人観光客
本市における外国人観光客の現状の把握には、地域経済分析システム（RESAS）

や Twitter 等の SNS での発信等のデータを用いる手法が挙げられますが、市内に
おいては、外国人観光客の動向を把握するのに十分なデータが存在していない状況
であると言えます。

地域経済分析システム（RESAS）の外国人メッシュ分析より、2015（平成
27）年 8 月から 2016（平成 28）年 7 月のデータを示します。

本市内の外国人の滞在をみると、「千代保稲荷神社」での滞在が最も多く、その
他は「道の駅 クレール平田」、「海津市役所」周辺、市南部での滞在がみられます。

広域（東海地方）の外国人の滞在をみると、名古屋市を中心に多くの外国人観光
客が滞在しています。他の周辺市町村と比較しても、外国人観光客の本市への来訪
は少なくなっています。

今後、外国人観光客は増加すると考えられており、本市でも、外国人観光客の増
加のためのデータ収集や外国人観光客の受け入れについての施策が必要となりま
す。

図 III-12　海津市の外国人メッシュ

図 III-13　東海地方の外国人メッシュ
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3）	 地域の取組
本市では近年、将来の観光につながる地域での取組が行われています。

（1）かいづの逸品

海津市観光協会は料理やスイーツ、工芸品等の市内の優れた産品を「かいづの逸
品」として認定し、観光イベント等で広く PR していく事業を 2014（平成 26）
年から始めました。2017（平成 29）年には認定品の見直しが行われ、新たに 9
品が認定されました。

　海津市長賞　月見の森どら焼き　　　海津市観光協会長賞　お千代保くさ餅　海津市商工会長賞　千本松サブレー

平成 29 年度 「かいづの逸品」 の一部

（2）海津市ボランティアガイドの会　ふる里おもてなし隊

本市にあるボランティアガイドの会です。年末年始を除き毎日午前 9 時から午後
4 時まで、個人、団体を問わず無料で案内しています。案内コースは「テーマ別案
内コース」5 種類と「町の特色案内コース」3 種類が設定されていますが、希望に
よって組み合わせる等柔軟に対応しています。

（3）舟運観光

国土交通省中部地方整備局等の協力の下、海津市歴史民俗資料館から高須輪中排
水機場の往復という、舟を使った観光を行っています。ほかではあまり体験できな
い観光資源です。

（4）海津アクアマルシェ　～ふるさと特産市～

国営木曽三川公園・アクアワールド水郷パークセンターで春と秋の年 2 回行われ
ています。水郷地域ならではの味にこだわった、
ここでしか食べられないメニューが並び、コン
サートやパフォーマンス、じゃんけん大会等のミ
ニイベントも開催されています。今後の集客も期
待できるイベントとなっています。

海津アクアマルシェの様子
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（5）海津まる得教室（海津まちゼミ）

本市内で事業をしている店舗が講師となり、プロならではの「知って得する」専
門的な知識や情報等を無料（材料費等の実費が必要な講座もあり）で教える少人数
制のゼミナール（授業）です。

ゼミの参加者に店舗の存在や特徴を知っていただくとともに、店舗とゼミの参加
者のコミュニケーションの場となり、信頼関係を築く事を目的とする“まちおこし
事業”です。

まちゼミチラシ


